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平成
へいせい

２７年度
ねんど

第
だい

４回
かい

京都市
きょうとし

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

推進審
すいしんしん

議会
ぎかい

 摘録
てきろく

 

 

１ 日
にち

  時
じ

 平成
へいせい

２８年
ねん

１月
がつ

２２日
にち

 金曜日
きんようび

 １０：００～１２：００ 

２ 場
ば

  所
しょ

 ホテル本能寺
ほんのうじ

５階
かい

 醍醐
だいご

ホール 

３ 出席
しゅっせき

委員
いいん

 

   池田
いけだ

由美子
ゆ み こ

委員
いいん

，井上
いのうえ

賢一
けんいち

委員
いいん

，岩井
いわい

浩
ひろし

委員
いいん

，岡
おか

千栄子
ち え こ

委員
いいん

，岡
おか

美智子
み ち こ

委員
いいん

， 

岡本
おかもと

晃
てる

明
あき

委員
いいん

，加藤
かとう

博史
ひろし

委員
いいん

，上村
かみむら

啓子
けいこ

委員
いいん

，小泉
こいずみ

浩子
ひろこ

委員
いいん

，佐々木
さ さ き

和子
かずこ

委員
いいん

， 

芝
しば

明子
あきこ

委員
いいん

，菅原
すがわら

敬子
けいこ

委員
いいん

，高山
たかやま

正紀
せいき

委員
いいん

，谷村
たにむら

敏
とし

幸
ゆき

委員
いいん

，出口
でぐち

栄
えい

二
じ

委員
いいん

， 

寺田
てらだ

玲
れい

委員
いいん

，戸田
と だ

則子
のりこ

委員
いいん

，中西
なかにし

昌
まさ

哉
や

委員
いいん

，西澤
にしざわ

昭造
しょうぞう

委員
いいん

，平田
ひらた

義
ただし

委員
いいん

， 

藤原
ふじわら

健司
けんじ

委員
いいん

，古川
ふるかわ

末子
すえこ

委員
いいん

，村井
むらい

文枝
ふみえ

委員
いいん

，村田
むらた

惠子
けいこ

委員
いいん

，森田
もりた

美
み

千代
ち よ

委員
いいん

， 

吉村安
よしむらやす

隆
たか

委員
いいん

 

   

  欠席
けっせき

委員
いいん

 

   浅田将之
あさだまさゆき

委員
いいん

，上野光
うえのひかり

歩
あゆみ

委員
いいん

，桐原尚之
きりはらなおゆき

委員
いいん

，竹田
たけだ

明子
あきこ

委員
いいん

，谷口
たにぐち

明広
あきひろ

委員
いいん

， 

寺前
てらまえ

愛子
あいこ

委員
いいん

，三浦
みうら

晶子
まさこ

委員
いいん

，山根
やまね

俊
とし

茂
しげ

委員
いいん

 

 

  事
こと

 務
つとむ

 局
きょく

 

   斉藤
さいとう

泰樹
たいじゅ

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

推進
すいしん

室長
しつちょう

 

德
とく

永
なが

博
ひろ

己
き

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

推進室
すいしんしつ

企画
きかく

課長
かちょう

 

中西
なかにし

朗
あきら

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

推進室
すいしんしつ

在宅
ざいたく

福祉
ふくし

課長
かちょう

 

近藤
こんどう

恵
めぐみ

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

推進室
すいしんしつ

施設
しせつ

福祉
ふくし

課長
かちょう

 

東美
あずまみ

佐
さ

枝
え

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉
ふくし

推進室
すいしんしつ

社会
しゃかい

参加
さんか

推進
すいしん

課長
かちょう

 

中田
なかた

泰司
たいじ

地域
ちいき

リハビリテーション推進
すいしん

センター次長
じちょう

 

兒
こ

玉
だま

貴志
たかし

発達
はったつ

相談所
そうだんじょ

発達
はったつ

相談
そうだん

課長
かちょう

 

福田
ふくだ

雅和
まさかず

発達
はったつ

相談所
そうだんじょ

診療
しんりょう

療育
りょういく

課長
かちょう

 

大黒喜
だいこくよし

裕
ひろ

教育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

指導部
し ど う ぶ

担当
たんとう

部長
ぶちょう

（欠席
けっせき

） 

波
は

床
とこ

将材
まさき

こころの健康
けんこう

増進
ぞうしん

センター所長
しょちょう

（欠席
けっせき

） 

 

４ 内
ない

  容
よう

 

議題
ぎだい

１ 「障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関する
か ん す る

京都市
きょうとし

対応
たいおう

要領
ようりょう

」及び
および

 

「事例集
じれいしゅう

」について 

○説明
せつめい

 資料
しりょう

１－１，１－２，１－３に基づき
も と づ き

，事務局德
じむきょくとく

永
なが

企画
きかく

課長
かちょう

から説明
せつめい

 

（10:10～10:30） 

 ●意見
いけん

等
など

（10:30～11:10） 

 「正当
せいとう

な理由
りゆう

があると考え得る
かんがえうる

事例
じれい

」（「事例集
じれいしゅう

」p1～2の表
ひょう

の右欄
みぎらん

）について 
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  小泉
こいずみ

委員
いいん

 

 「施設
しせつ

入所
にゅうしょ

」の例
れい

については，「意思
い し

が確認
かくにん

できず」と書く
か く

のは危険
きけん

であり，削除
さくじょ

してほしい。書く
か く

のであれば，本人
ほんにん

の人格
じんかく

を尊重
そんちょう

することが大事
だいじ

であることやイ

ンクルージョンの理念
りねん

に反する
は ん す る

との観点
かんてん

も書く
か く

必要
ひつよう

がある。 

 「保育所
ほいくじょ

」の例
れい

について，断る
ことわる

ためのよくある口実
こうじつ

であり，少なく
す く な く

とも，「障害
しょうがい

のない人
ひと

に対
たい

しても断って
ことわって

いる場合
ばあい

に限る
かぎる

」といった表記
ひょうき

をすべきである。 

 「大声
おおごえ

を上げる
あ げ る

方
かた

の入 場
にゅうじょう

制限
せいげん

」は，一律
いちりつ

に拒否
きょひ

されるおそれがある。障害
しょうがい

の

ない人
ひと

も声
こえ

を出す
だ す

人
ひと

はいる。特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した工夫
くふう

を検討
けんとう

したかどうかも重要
じゅうよう

であ

る。 

 「ファックス・メールでの対応
たいおう

」については，聴こう
き こ う

とする努力
どりょく

は必要
ひつよう

であり，

これが当たり前
あ た り ま え

にならないようにすべきである。 

全体的
ぜんたいてき

に，差別
さべつ

してもよい事例
じれい

として映る
うつる

ので，「正当
せいとう

な理由
りゆう

があると考え得る
かんがえうる

事例
じれい

」は，原則
げんそく

書く
か く

べきではない。書く
か く

としても極 力
きょくりょく

減らし
へ ら し

，あらゆる工夫
くふう

を

したうえでやむを得
え

ないかどうかであること，プロセスが大事
だいじ

であることが分
わ

かる

ようにしてほしい。 

 

佐々木
さ さ き

委員
いいん

 

 検討
けんとう

すべき課題
かだい

が多い
おおい

。事例
じれい

が集まって
あ つ ま っ て

，考
かんが

え方
かた

が確立
かくりつ

するまで書
か

かない方
ほう

が

よい。 

   

  村田
むらた

委員
いいん

 

「正当
せいとう

な理由
りゆう

があると考え得る
かんがえうる

事例
じれい

」は限定的
げんていてき

に扱う
あつかう

べきである。差別
さべつ

を助長
じょちょう

する可能性
かのうせい

もあり，慎重
しんちょう

な対応
たいおう

をお願
ねが

いしたい。 

 

桐原
きりはら

委員
いいん

（欠席
けっせき

のため，書面
しょめん

の代読
だいどく

） 

障害
しょうがい

の有無
う む

に関係
かんけい

ない対応
たいおう

は，「正当
せいとう

な理由
りゆう

」の問題
もんだい

ではない。障害者
しょうがいしゃ

であ

ることを理由
りゆう

に一律
いちりつ

にサービスの提供
ていきょう

を拒否
きょひ

すること（＝直接
ちょくせつ

差別
さべつ

）には，

「正当
せいとう

な理由
りゆう

」はあり得
え

ず，障害
しょうがい

の特性
とくせい

や補助
ほじょ

用具
ようぐ

の使用
しよう

により事実上
じじつじょう

利用
りよう

で

きないこと（＝間接
かんせつ

差別
さべつ

）について「正当
せいとう

な理由
りゆう

」の有無
う む

が問題
もんだい

になる。 

「措置
そ ち

入院
にゅういん

」の例
れい

については，これだけが具体的
ぐたいてき

に書
か

かれており不自然
ふ し ぜ ん

であ

る。また，内実
ないじつ

を見
み

なくなるおそれもあるので削除
さくじょ

すべきである。 

「大声
おおごえ

を上げる
あ げ る

方
かた

の入 場
にゅうじょう

制限
せいげん

」について，不確定
ふかくてい

な予測
よそく

で断る
ことわる

のは，「正当
せいとう

な

理由
りゆう

」に当
あ

たらない。また，大声
おおごえ

を上げた
あ げ た

段階
だんかい

で制限
せいげん

するのは，障害
しょうがい

を理由
りゆう

と

するものではない。いずれにせよ削除
さくじょ

すべきである。 

「資料
しりょう

提供
ていきょう

の拒否
きょひ

」について，第三者
だいさんしゃ

のプライバシーを理由
りゆう

とする例
れい

は，障害
しょうがい
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を理由
りゆう

に応じない
お う じ な い

ことに対応
たいおう

していない。 

 

岡本
おかもと

委員
いいん

 

   教育
きょういく

の分野
ぶんや

の「十分
じゅうぶん

に相談
そうだん

したうえで・・お願い
お ね が い

した」「医師
い し

の意見
いけん

を聞いた
き い た

うえで判断
はんだん

した」は，法的
ほうてき

に「正当
せいとう

な理由
りゆう

」に該当
がいとう

するか疑問
ぎもん

である。 

 

 

池田
いけだ

委員
いいん

 

全て
すべて

の例
れい

をお蔵入り
お く ら い り

にするのではなく，これから考
かんが

えていくべき将来
しょうらい

の課題
かだい

が含まれて
ふ く ま れ て

いることを記載
きさい

してはどうか。 

 

加藤
かとう

会長
かいちょう

 

差別
さべつ

を助長
じょちょう

する可能性
かのうせい

がある。これがスタート
す た ー と

になるので，当事者
とうじしゃ

の意見
いけん

を

活かして
い か し て

，慎重
しんちょう

に取り扱う
とりあつかう

べきであると考
かんが

える。 

 

事務局
じむきょく

（斉藤
さいとう

室長
しつちょう

） 

   できる限り
かぎり

の配慮
はいりょ

や工夫
くふう

を尽くした
つ く し た

うえでも，法令
ほうれい

の基準
きじゅん

や制度
せいど

などに照
て

らし

てやむを得
え

ない場合
ばあい

は，正当
せいとう

な理由
りゆう

に当たる
あ た る

可能性
かのうせい

があるという意図
い と

で表記
ひょうき

した

つもりであるが，いただいた御意見
ご い け ん

を踏まえ
ふ ま え

，事例
じれい

の削除
さくじょ

なども含め
ふくめ

修正
しゅうせい

したい。 

 

議題
ぎだい

２ 障害
しょうがい

理解
りかい

の促進
そくしん

及び
および

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の施行
せこう

等
など

に関する
か ん す る

啓発
けいはつ

について 

○説明
せつめい

 資料
しりょう

２－１，２－２に基
もと

づき，事務局德
じむきょくとく

永
なが

企画
きかく

課長
かちょう

から説明
せつめい

 

（11:20～11:30） 

●意見
いけん

等
など

（11:30～12:00） 

「啓発
けいはつ

パンフレットについて」 

佐々木
さ さ き

委員
いいん

 

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は，単
たん

なる思
おも

いやりではない。障害者
しょうがいしゃ

が対等
たいとう

に権利
けんり

行使
こうし

できるた

めの具体的
ぐたいてき

な対応
たいおう

であり，必要
ひつよう

で適切
てきせつ

な「変更
へんこう

」「調整
ちょうせい

」と言
い

われている。対応
たいおう

要領
ようりょう

の「障害
しょうがい

のない者
もの

と同等
どうとう

の機会
きかい

を提供
ていきょう

するためのものであること」を記載
きさい

してほしい。また，「負担
ふたん

になり過
す

ぎない範囲
はんい

で」という文言
もんごん

も削除
さくじょ

できないか。 

 

小泉
こいずみ

委員
いいん

 

車
くるま

いすの進行
しんこう

を阻む
はばむ

段差
だんさ

について，「３センチ程度
ていど

」という表記
ひょうき

であるが，前輪
ぜんりん

の小
ちい

さな車
くるま

いすは，２センチ
２ せ ん ち

強
きょう

でも障壁
しょうへき

となる。電動車
でんどうくるま

いすであれば，５セ

ンチの段差
だんさ

でも障壁
しょうへき

とならないなど様々
さまざま

であるので，表記
ひょうき

を工夫
くふう

してほしい。 
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岡本
おかもと

委員
いいん

 

難病
なんびょう

が障害
しょうがい

であることも分
わ

かるように記載
きさい

できないか。 

 

 池田
いけだ

委員
いいん

 

難病
なんびょう

も手帳
てちょう

を所持
しょじ

している者
もの

とそうでない者
もの

がいる。難治性
なんちせい

，完治
かんち

しないこと

が難病
なんびょう

である。 

 

村井
むらい

委員
いいん

 

肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

と発達
はったつ

障害
しょうがい

では，困って
こ ま っ て

いることがイラスト
い ら す と

になっているが，配慮
はいりょ

を行
おこな

っているイラストにならないか。 

 

高山
たかやま

委員
いいん

 

  聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

の配慮
はいりょ

の例
れい

について，手話
しゅわ

のイラストも入
い

れられないか。 

 

中西
なかにし

委員
いいん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

の配慮
はいりょ

の例
れい

について，「人
ひと

の少ない
す く な い

場所
ばしょ

」より「人
ひと

や刺激
しげき

の少ない
す く な い

場所
ばしょ

」とした方
ほう

が適切
てきせつ

と思
おも

う。 

 

村田
むらた

委員
いいん

 

女性
じょせい

障害者
しょうがいしゃ

のことは書いて
か い て

もらっているが，もう少し
すこし

目立
め だ

たせられないか。

複合
ふくごう

差別
さべつ

等
など

書
か

けないか。 

 

出口
でぐち

委員
いいん

 

伝える
つ た え る

ことが難しい
むずかしい

方
かた

もおり，困って
こ ま っ て

いることを伝える
つ た え る

のが先
さき

ではなく，話
はなし

を

聴く
き く

ことが先に
さきに

来る
く る

方
ほう

がよい。 

 

 事務局
じむきょく

（德
とく

永
なが

課長
かちょう

） 

御意見
ご い け ん

を踏まえ
ふ ま え

，内容
ないよう

を修正
しゅうせい

したい。 

（以上
いじょう

） 


